
10
月
1
日
（
木
）
、
日
本
共
産
党

の
機
関
紙
（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
）
は
、

日
本
学
術
会
議
が
推
薦
し
た
会
員
候

補
の
う
ち
、
過
去
に
政
権
の
政
策
に

批
判
的
な
立
場
を
表
明
し
て
き
た
６

人
に
つ
い
て
、
菅
首
相
が
任
免
を
拒

否
し
た
こ
と
を
ス
ク
ー
プ
報
道
し
ま

し
た
。

日
本
学
術
会
議
は
、
内
外
に
対
し

て
日
本
の
科
学
者
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
、
政
府
か
ら
独
立
し
て
職
務

を
お
こ
な
い
、
政
府
に
勧
告
す
る
権

限
も
あ
り
ま
す
。
日
本
学
術
会
議
の

人
事
や
運
営
に
政
権
が
介
入
す
る
こ

と
は
、
こ
の
独
立
性
を
根
底
か
ら
脅

か
す
も
の
で
す
。

政
権
の
政
策
に
批
判
的
な
学
者
を

排
除
す
れ
ば
、
日
本
学
術
会
議
は
政

府
の
御
用
機
関
に
な
り
ま
す
。
こ
う

し
た
や
り
方
は
、
政
権
を
批
判
す
る

こ
と
へ
の
萎
縮
を
学
術
界
、
さ
ら
に

は
社
会
に
も
た
ら
し
、
言
論
の
自
由

を
脅
か
す
も
の
で
す
。

１
９
８
３
年
の
日
本
学
術
会
議
法

改
定
の
際
の
審
議
で
、
政
府
は
、

「
形
式
的
な
任
命
で
あ
り
、
学
会
の

方
か
ら
推
薦
を
し
て
い
た
だ
い
た
者

は
拒
否
は
し
な
い
」
と
答
弁
し
て
い

ま
し
た
。

違
憲
、
違
法
な
人
事
介
入
は
撤
回

す
べ
き
で
す
。

９
月
20
日
、
「
立
憲
主
義
の
回
復

を
め
ざ
す
東
京
20
区
市
民
連
合
」
の

結
成
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
の
菅
（
か
ん
）
直
人

衆
院
議
員
は
、
「
前
回
の
総
選
挙
で
、

私
自
身
が
市
民
連
合
の
力
で
勝
て
た
。

こ
ん
ど
の
選
挙
、
20
区
で
は
宮
本
徹

さ
ん
を
小
選
挙
区
で
勝
た
せ
る
こ
と

が
政
権
交
代
に
つ
な
が
る
。
何
と
し

て
も
が
ん
ば
り
ぬ
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

広
渡
清
吾
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

（
元
副
学
長
、
東
村
山
市
在
住
）
は
、

「
い
の
ち
と
人
間
の
尊
厳
を
守
る
政

治
の
実
現
を
」
と
市
民
連
合
の
１
５

項
目
の
要
望
書
を
詳
し
く
紹
介
し
な

が
ら
、
講
演
し
ま
し
た
。
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衆
議
院
東
京
20
区
（
東
村
山
、
東
大
和
、
清
瀬
、
東
久
留
米
、
武
蔵
村
山
）
「
市
民
連
合
」
結
成

衆議院東京20区野党代表
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菅
直
人
さ
ん
（
立
憲
民
主
党
）
が
激
励

「20
区
で
は
宮
本
徹
さ
ん
を
小
選
挙
区
で
勝
た
せ
る
こ
と
が
政
権
交
代
に
つ
な
が
る
」

公
助
こ
そ
政
治
の
責
任

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
や
仕
事
を
失
っ

た
多
く
の
み
な
さ
ん
の
悲
鳴
を
国
会

へ
届
け
、
様
々
な
支
援
制
度
の
実
現

に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
菅
新
総
理

は
、
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
唱

え
、
自
己
責
任
や
家
族
責
任
を
強
調

し
ま
す
。
し
か
し
、
介
護
や
病
気
な

ど
、
誰
も
が
人
生
の
中
で
自
助
努
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
政
治
の
仕
事
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
生
を
支
え
る
た

め
の
「
公
助
」
に
こ
そ
あ
る
と
考
え

ま
す
。
自
己
責
任
か
ら
、
支
え
合
う

政
治
へ
。
ご
い
っ
し
ょ
に
「
政
権
交

代
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

菅
首
相
が
学
術
会
議
に
政
治
介
入

●
コ
ロ
ナ
で
失
っ
た
収
入
を
失
っ
た

個
人
お
よ
び
事
業
者
へ
の
継
続
的
支

援
を

●
減
り
続
け
る
年
金
制
度
を
あ
ら
た

め
、
安
心
の
年
金
制
度
を

●
高
す
ぎ
る
大
学
・
専
門
学
校
授
業

料
の
無
償
化
め
ざ
し
、
中
間
所
得
層

も
負
担
軽
減
を

●
真
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
、
非
正

規
労
働
者
の
正
社
員
化
を
。
中
小
企

業
支
援
と
合
わ
せ
て
最
低
賃
金
の
一

五
〇
〇
円
を

●
Ｃ
Ｏ
2
実
質
ゼ
ロ
社
会
へ
。
脱
石

炭
・
脱
原
発
。
急
い
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
大
転
換
を

●
放
課
後
デ
イ
卒
所
後
の
青
年
・
成

人
期
の
障
害
者
の
余
暇
活
動
の
支
援
、

父
母
の

就
労
保

障
を

●
多
摩

地
域
に

保
健
所

の
増
設

と
人
員

増
を

1月1日 朝まで生テレビより

学
問
の
自
由
、言
論
の
自
由
脅
か
す



安
倍
内
閣
が
退
陣
し
た
途
端
に
、

ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
の
山
口
元
会
長

ら
14
人
が
詐
欺
の
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
被
害
総
額
２
１
０
０

億
円
、
被
害
者
７
０
０
０
人
も
の

巨
額
詐
欺
事
件
で
す
。
「
最
後
の

荒
稼
ぎ
」
に
使
わ
れ
た
の
が
、
安

倍
首
相
主
催
「
桜
を
見
る
会
」
の

招
待
状
で
す
。
功
績
、
功
労
が
あ

る
方
を
招
待
す
る
「
桜
を
見
る
会
」

の
ル
ー
ル
を
破
り
、
マ
ル
チ
商
法

で
悪
名
を
は
せ
て
い
た
山
口
氏
を

招
待
し
た
こ
と
が
、
被
害
を
大
き

く
広
げ
ま
し
た
。
山
口
氏
を
招
待

し
た
政
治
家
に
は
、
大
き
な
責
任

が
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
い
誰
が
、

ど
う
い
う
経
緯
で
、
山
口
氏
を

「
桜
を
見
る
会
」
に
招
待
し
た
の

か
、
再
調
査
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
所
管
は
、

当
時
の
菅
官
房
長
官
で
す
。
菅
新

総
理
も
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
ず

さ
ん
な
運
営
に
よ
り
、
被
害
を
広

げ
た
責
任
が
あ
り
ま
す
。

野
党
は
、
「
総
理
主
催
『
桜
を

見
る
会
』
追
及
本
部
」
を
再
開
し

ま
し
た
。
宮
本
徹
も
一
員
で
す
。

９
月
24
日
の
、
「
桜
を
見
る
会
」

追
及
本
部
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ

フ
の
元
会
長
・
山
口
隆
祥
容
疑
者

ら
の
詐
欺
事
件
の
被
害
者
４
人
が

出
席
し
、
「
桜
を
見
る
会
」
へ
の

山
口
氏
の
招
待
な
ど
に
よ
っ
て

「
信
用
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

女
性
被
害
者
は
、
「
（
出
資
勧

誘
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
た
）
加
藤

（
勝
信
）
大
臣
（
現
官
房
長
官
）

の
顔
を
見
て
『
大
丈
夫
だ
』
と
信

用
し
た
」
と
発
言
。
男
性
被
害
者

は
安
倍
晋
三
首
相
（
当
時
）
の
名

前
入
り
の
「
桜
を
見
る
会
」
の
招

待
状
を
見
て
、
「
日
本
の
国
も
推

奨
し
て
い
る
企
業
だ
と
思
っ
て
出

資
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
全
国

ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
被
害
弁
護
団
連

絡
会
代
表
の
石
戸
谷
豊
弁
護
士
は
、

「
詐
欺
容
疑
で
の
逮
捕
は
悪
質
性

が
非
常
に
高
い
。
『
桜
を
見
る
会
』

の
招
待
理
由
に
つ
い
て
政
権
は

『
功
績
・
功
労
』
だ
と
言
う
が
、

詐
欺
組
織
の
ボ
ス
に
ど
ん
な
『
功

績
・
功
労
』
が
あ
る
の
か
」
と
訴

え
ま
し
た
。

９
月
11
日
、
加
藤
勝
信
厚
生
労

働
相
（
当
時
）
あ
て
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
深
刻
な
経
済
悪
化
が
起
き
て
い

る
中
で
、
雇
用
維
持
と
休
業
者
、

失
業
者
支
援
の
強
化
を
求
め
る
緊

急
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

（
項
目
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産

党
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
）

さ
っ
そ
く
休
業
支
援
給
付
金
の
４

～
６
月
分
の
申
請
期
限
延
長
に
つ

い
て
、
９
月
ま
で
か
ら
12
月
末
に

延
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

雇
用
維
持
と
失
業
・休
業
者
支
援
を
副
大
臣
に
申
し
入
れ

日
本
共
産
党
が
国
会
で
提
案
し

続
け
て
き
た
、
少
人
数
学
級
が
大

き
く
前
に
す
す
も
う
と
し
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
「
４
０
人
学

級
」
の
矛
盾
が
噴
出
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
の
学
び
、
心
の
ケ
ア

に
と
っ
て
、
少
人
数
学
級
が
よ
い

こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
す
が
、
日

本
は
欧
米
に
比
べ
1
ク
ラ
ス
の
人

数
が
大
き
く
、
遅
れ
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
、
父
母
・
教
職
員

が
少
人
数
学
級
を
求
め
る
請
願
署

名
を
集
め
、
国
会
で
は
、
日
本
共

産
党
が
先
頭
に
た
っ
て
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

志
位
委
員
長
が
、
予
算
委
員
会
の

中
心
テ
ー
マ
と
し
て
「
教
員
を
増

や
し
、
こ
ど
も
た
ち
に
少
人
数
学

級
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
」
と
訴

え
、
安
倍
首
相
も
、
「
検
討
し
た

い
」
と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
萩
生
田
文
科
大
臣
が
、

少
人
数
学
級
実
現
を
め
ざ
す
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

今
月
17
日
に
は
、
15
万
人
の

「
少
人
数
学
級
の
す
み
や
か
な
実

施
を
求
め
る
全
国
署
名
」
が
文
科

省
宛
て
に
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
少

人
数
学
級
を
求
め
る
運
動
は
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

教
員
増
で
、
少
人
数
学
級
を
一

刻
も
早
く
実
現
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
、
国
会
議
員
団
が
団
結
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

長
年
の
父
母
の
運
動
と
共
産
党
の
国
会
論
戦
で

ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
元
会
長
逮
捕

「
桜
を
見
る
会
」
再
調
査
を

少
人
数
学
級
実
現
へ
、
大
き
く
前
進
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